
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
期
も
部
会
を
運
営
母
体
と

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
議
員

に
よ
る
委
員
会
組
織
を
再
編
し
、

ま
ち
の
魅
力
を
創
出
し
磨
き
上

げ
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と

で
、
定
住
・
流
入
人
口
の
促
進

や
企
業
の
進
出
増
加
を
図
り
、

特
に
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
市

街
地
の
再
整
備
に
よ
る
活
性
化

な
ど
に
つ
い
て
専
門
家
を
交
え

て
研
究
す
る
特
別
委
員
会
や
地

域
商
工
業
者
の
世
論
を
代
表
し
、

個
別
企
業
が
自
ら
の
力
で
は
解

決
で
き
な
い
地
域
が
抱
え
る
課

題
に
対
す
る
「
政
策
要
望
活

動
」
を
す
る
委
員
会
、
地
場
産

業
の
市
場
拡
大
や
地
域
商
工
業

全
体
の
集
客
力
向
上
な
ど
の

「
地
域
振
興
活
動
」
や
企
業
の

活
動
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
の

「
経
営
支
援
活
動
」
に
よ
る
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
委

員
会
、
商
工
会
議
所
の
ブ
ラ
ン

ド
価
値
を
一
層
高
め
、
頼
ら
れ

る
身
近
な
商
工
会
議
所
を
目
指

し
、
会
員
事
業
所
増
強
へ
の
取

組
み
や
組
織
運
営
全
般
に
係
る

課
題
、
財
政
問
題
な
ど
の
解
決

を
通
し
て
組
織
を
活
性
化
す
る

委
員
会
、
会
員
事
業
所
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
会
館
の
円
滑
な

運
営
に
努
め
る
委
員
会
な
ど
に

よ
り
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
年
度
初
め
に

活
動
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た

が
、
商
工
会
議
所
の
組
織
や
活

動
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
情
報
発
信
力
の
強
化
を

図
り
活
動
・
事
業
の
「
見
え
る

化
」「
利
用
・
参
加
率
の
向
上
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
経
済
を
支
え

る
会
員
事
業
所
を
は
じ
め
地
元

企
業
の
皆
様
の
声
を
国
・
県
・

市
に
対
し
政
策
提
言
活
動
と
し

て
積
極
的
に
展
開
し
、
各
種
業

界
や
近
隣
商
工
会
議
所
と
も
連

携
し
た
要
望
活
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化

支
援
を
図
り
、
創
業
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
事
業
承
継
へ
の

取
組
み
を
促
し
、
地
域
経
済
の

持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
小
企
業
の
重
要

な
経
営
課
題
で
あ
る
人
材
の
確

保
や
育
成
対
策
と
し
て
セ
ミ
ナ

ー
事
業
の
充
実
、
働
き
方
改
革

制
度
・
外
国
人
人
材
の
受
入
れ

制
度
の
周
知
な
ど
に
取
組
み
ま

す
。

　

令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
商
工
会
議
所
創
設
者
の

一
人
で
あ
り
ま
す
渋
沢
栄
一
翁

が
新
紙
幣
の
顔
と
な
る
こ
と
が

決
ま
り
、
大
河
ド
ラ
マ
で
も
そ

の
生
涯
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
時

代
に
お
い
て
も
そ
の
精
神
を
継

ぐ
商
工
会
議
所
の
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
元
企
業
・
商

店
の
繁
栄
を
通
し
て
産
業
振

興
、
地
域
の
活
性
化
に
役
員
・

議
員
・
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
行
政
や
関
係
機
関
の
皆
様

と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
２
０
２
０

年
が
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
は
、
地

元
企
業
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
消
費
税
増
税
や

軽
減
税
率
の
導
入
、
さ
ら
に
最

低
賃
金
の
引
上
げ
も
あ
り
、
地

域
経
済
や
特
に
中
小
・
小
規
模

事
業
者
に
は
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
当
商
工
会
議

所
は
国
や
自
治
体
が
取
り
組
む

べ
き
施
策
を
積
極
的
に
提
言
す

る
と
と
も
に
、
経
営
支
援
活
動

を
通
じ
て
個
々
の
企
業
の
経
営

課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

「
中
小
企
業
の
活
力
強
化
」
と

「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
に
第
２
回
と
な
り
ま
し
た

会
員
大
会
を
開
催
し
、
改
め
て

商
工
会
議
所
の
組
織
や
活
動
に

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共

に
会
員
相
互
の
交
流
の
場
を
設

け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
11
月
に
第
28
期
を

迎
え
、
私
を
は
じ
め
副
会
頭
の

鳥
海
衡
一
・
杉
山
昌
行
・
白
石

慎
太
郎
の
３
名
が
再
任
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
役

員
・
議
員
の
80
名
と
と
も
に
会

員
企
業
か
ら
信
頼
さ
れ
る
商
工

会
議
所
と
し
て
事
業
展
開
し
、
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新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て平塚市議会議長 

片　倉　章　博

新
た
な
年
を

　
　
　

迎
え
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い

年
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
よ
り
平
塚
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
御
指

導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
は
、
こ
れ
ま
で
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
っ
た
景
気
の
先
行
き
に
つ
い
て
、
通

商
問
題
を
め
ぐ
る
緊
張
、
中
国
経
済
の
先

行
き
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
行
方
や
金
融

資
本
市
場
の
変
動
影
響
に
加
え
、
消
費
税

率
引
上
げ
後
の
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
動
向

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
東
日
本
大
震
災
、
熊

本
地
震
、
相
次
ぐ
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
確
実
な
も
の

と
し
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
同
時

実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
世
界
が
２
０
３
０
年

ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
は
17
の

国
際
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
貧
困
や

飢
餓
と
い
っ
た
問
題
か
ら
働
き
が
い
や
経

済
成
長
、
気
候
変
動
に
至
る
ま
で
、
21
世

紀
の
世
界
が
抱
え
る
課
題
を
包
括
的
に
挙

げ
て
い
ま
す
。
目
標
実
現
に
あ
た
っ
て

は
、
課
題
解
決
に
向
け
地
域
ご
と
で
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
新
た
な

協
働
の
き
っ
か
け
と
し
て
ど
う
活
か
し
て

い
く
の
か
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
も
あ
り
ま

す
。
国
内
で
の
盛
り
上
が
り
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
世
界
中
か
ら
日
本
が
最
も
注
目

さ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
お
も
て
な
し
の

精
神
で
海
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
て

い
く
ま
た
と
な
い
好
機
で
す
。

　

今
後
も
平
塚
商
工
会
議
所
と
の
連
携
を

ま
す
ま
す
密
に
す
る
こ
と
が
、
住
み
よ
い

ま
ち
・
選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
本
市
の
魅

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、
地

域
経
済
に
も
好
循
環
を
生
み
出
す
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
塚
市
議
会
と
し
て
も
、
住
民
福
祉
の

増
進
に
向
け
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
市
民
の

要
望
を
公
正
か
つ
厳
粛
に
受
け
止
め
、
真
に

26
万
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
と
し
て
、

責
務
を
完
遂
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
御
理
解
と
御
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
の
更
な
る

御
発
展
と
会
員
各
位
の
御
繁
栄
並
び
に
御

多
幸
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平 塚 市 長

落 合 克 宏

新
年
に
よ
せ
て

新
年
に
よ
せ
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
塚
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
は
、

令
和
最
初
の
新
春
を
穏
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し

た
。
平
成
か
ら
令
和
へ
と
市
政
を
引
き
継

ぐ
中
で
「
さ
ら
に
、
選
ば
れ
る
ま
ち
・
住

み
続
け
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
し
た
。
経
済
分
野
に
お
い

て
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
皆
さ

ま
と
連
携
し
て
進
め
て
き
た
取
り
組
み
が

形
に
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。
中
で
も
「
中

小
企
業
の
経
営
支
援
に
お
け
る
連
携
に
関

す
る
協
定
」
の
締
結
で
、
小
規
模
事
業

者
・
中
小
企
業
へ
の
創
業
支
援
や
金
融
施

策
、
事
業
承
継
支
援
な
ど
を
よ
り
一
層
推

進
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
平

塚
市
総
合
計
画
改
訂
基
本
計
画
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
で
す
。
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
、
住
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
て
見
直

す
こ
の
計
画
に
則
り
、
先
端
技
術
の
導
入

や
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、

地
域
経
済
の
基
盤
と
な
る
産
業
を
振
興
し

て
い
き
ま
す
。

　

新
産
業
創
出
促
進
事
業
と
し
て
国
の
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
、
東
京
大
学
な
ど
と

進
め
る
波
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
２
月
末

ま
で
に
平
塚
新
港
に
波
力
発
電
所
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
に
は
、
市
内
の

様
々
な
企
業
が
持
つ
技
術
や
得
意
分
野
が

生
か
さ
れ
、
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。
今

後
１
年
間
に
わ
た
る
実
証
事
業
の
成
果
が

波
力
発
電
所
の
全
国
展
開
に
向
け
た
礎
と

な
り
、
参
加
企
業
や
本
市
産
業
の
発
展
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
塚
の
夏
の
風
物
詩
「
湘
南
ひ
ら
つ
か

七
夕
ま
つ
り
」
は
、
70
回
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
七
夕
ま
つ
り
は
、
歴
史

と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
く
の
知

恵
と
力
を
合
わ
せ
て
進
化
し
て
き
ま
し

た
。
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
ま
つ
り
に
す
る
た

め
、
昨
年
策
定
し
た
安
心
安
全
の
指
針
に

基
づ
き
、
ま
つ
り
に
関
わ
る
全
て
の
方
が

マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
呼
び
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
あ
た
り
、
リ
ト
ア

ニ
ア
共
和
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
が
本
市

を
中
心
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
こ
と
か

ら
、
選
手
た
ち
が
大
舞
台
で
最
大
限
の
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
多
方
面
で
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
く
よ
う
、
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
を
は
じ
め

地
元
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
が
希
望

に
満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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環境に配慮した JXTGエ
ネルギー製品を製油所から
の大型ローリー直送また弊
社の平塚オイルヤードより
小型ローリーにて工場・施
設の皆様へお届けしており
ます。
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優良・永年勤続従業員被表彰者のみなさま優良・永年勤続従業員被表彰者のみなさま

野
々
上
　
靖
 関
東
冶
金
工
業　
株
式
会
社

鈴
木
　
優
人
 株
式
会
社　
甲
斐
組

渡
邉
龍
太
郎
 株
式
会
社　
甲
斐
組

細
井
　
拓
也
 株
式
会
社　
玄

森
　
　
武
尊
 株
式
会
社　
玄

鎌
田
　
茉
優
 株
式
会
社　
玄

神
賀
　
貴
江
 株
式
会
社　
玄

柴
田
明
日
香
 株
式
会
社　
玄

鬼
塚
　
明
弘
 相
模
石
油　
株
式
会
社

内
田
　
幸
男
 双
洋
設
備
工
業　
株
式
会
社

大
橋
　
　
功
 平
塚
交
通　
株
式
会
社

伊
東
　
　
宏
 平
塚
交
通　
株
式
会
社

山
口
　
秀
樹
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

八
田
　
賢
治
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

堀
沢
笑
美
子
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
五
十
年　

２
名

秋
山
　
　
勝
 丸
善
清
水　
株
式
会
社

重
田
　
幸
子 
株
式
会
社　
足
立
機
械
製
作
所

永
年
勤
続
四
十
年　

１
名 

足
立
　
鎭
枝
 株
式
会
社　
Ｎ
Ｔ
Ｋ

永
年
勤
続
三
十
五
年　

８
名 

宮
川
　
美
幸
 株
式
会
社　
玄

原
　
　
和
人
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

山
下
　
康
宏
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

秋
元
　
裕
介
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

市
川
　
保
広
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

大
友
妃
都
美
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

星
　
　
弘
伸
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

坂
西
　
光
春
 相
模
石
油　
株
式
会
社

永
年
勤
続
三
十
年　

５
名

岸
　
　
一
幸
 平
塚
商
工
会
議
所

齋
藤
　
淳
一
 神
奈
川
中
央
交
通　
株
式
会
社

岩
間
　
瑞
麿
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

小
林
　
茂
人
 小
林
運
輸　
株
式
会
社

常
盤
　
明
裕
 平
塚
商
工
会
議
所

永
年
勤
続
二
十
五
年　

６
名

佐
藤
ゆ
う
子
 株
式
会
社　
神
奈
中
商
事

足
立
　
明
俊
 株
式
会
社　
神
奈
中
商
事

松
島
　
純
司
 株
式
会
社　
神
奈
中
商
事

山
口
真
由
美
 関
東
冶
金
工
業　
株
式
会
社

伊
東
　
定
雄
 江
南
交
通　
株
式
会
社

前
田
　
高
雄
 江
南
交
通　
株
式
会
社

永
年
勤
続
二
十
年　

14
名

平
井
　
　
守
 江
南
交
通　
株
式
会
社

井
上
　
千
夏
 株
式
会
社　
玄

足
立
　
俊
一
 株
式
会
社　
Ｎ
Ｔ
Ｋ

山
中
　
茂
治
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

石
井
　
功
二
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

八
木
田
貞
人
 扶
桑
工
業　
株
式
会
社

齋
藤
　
道
代
 株
式
会
社　
古
賀
電
子

山
下
　
稚
晴
 株
式
会
社　
甲
斐
組

大
槻
　
慎
治
 株
式
会
社　
足
立
機
械
製
作
所

梅
田
　
憲
一
 株
式
会
社　
足
立
機
械
製
作
所

中
條
　
茂
幸
 株
式
会
社　
足
立
機
械
製
作
所

三
浦
雄
一
郎
 小
林
運
輸　
株
式
会
社

鈴
木
　
有
里
 有
限
会
社　
ア
ス
リ
ー
ト

伊
藤
　
智
範
 相
模
石
油　
株
式
会
社（

敬
称
略
）

永年勤続従業員表彰 被表彰者

優良従業員表彰 被表彰者

平塚商工会議所　第２回　会員大会開催平塚商工会議所　第２回　会員大会開催
　11月20日㈬ホテルサンライフガーデンにおいて、第２
回目の会員大会が行われた。商工会議所活動への理解を深
めていただくと共に、会員相互の交流を目的に開催され、
役員・議員事業所・ご来賓をはじめ、会員事業所より推薦
された被表彰者など約180名が集った。
　商工会議所活動の報告では、第28期の役員議員の紹介
と、事業活動を各月毎に紹介し、理解を促した。
　表彰では、経済産業局長・日本商工会議所・関東商工会
議所連合会より永年商工会議所活動に尽力された役員・議
員・職員への表彰を行った。また、会員事業所より推薦さ

れた、優良従業員15名・永年勤続従業員36名へ、常盤会
頭より表彰状と記念品を、落合市長より感謝状が贈られ、
盛大に表彰式が行われた。
　基調講演会では、『創業125周年 鎌倉の味 「鳩サブレー」
のブランド戦略』と題し、現在、鎌倉商工会議所会頭で㈱
豊島屋の久保田陽彦代表取締役社長より、鎌倉の歴史との
関わり合いや、地域を代表する企業としての経営理念やブ
ランド戦略について講演いただいた。
　第2部の交流会では、会員同士が業種を問わず和やかに
名刺交換や懇親を深めていただいた。



紙面広告掲載企業を募集！

【問合せ】総務課  TEL 22－2510

平塚商工だより　第680号　令和２年１月17日㈮

４

■Onda cucina italiana
場所　平塚市代官町1―12 太田ビル1F
電話　０４６３―７９―６３１１
営業時間　ランチ 11：30～14：00
　　　　　ディナー 18：00～23：00
定休日　月曜日＋不定休(詳細はHPに掲載)

■アートギャラリー能勢
場所　平塚市明石町25―5
電話　０４６３―２１―００４３
営業時間　10：00～18：30
定休日　水曜日

神奈川県優良小売店舗に『Onda cucina italiana』『アートギャラリー能勢』が受賞
　去る11月14日㈭神
奈川県優良小売店舗表
彰式がかながわ労働プ
ラザで行われ、平塚か
らは、「Onda cucina 
italiana」「アートギャ
ラリー能勢」が「神奈
川県知事及び（一社）
神奈川県商工会議所連
合会会頭表彰」を受賞
しました。

　「Onda cucina italiana」は、平塚ではなかなか予約
が取れない！とよく耳にするイタリア料理店です。「お腹
の中から元気になる」をコンセプトに地元・湘南で朝とれ
た無添加の新鮮な食材にこだわり、日本の四季が生みだす
旬を大切にオリジナリティ溢れる料理が並びます。ワイン
もオーガニックにこだわり常時100～150種取り揃えてお
ります。Ondaはイタリア語で「海」。海好きの気さくな
オーナーシェフがあたたかく迎えてくれます。
　「アートギャラリー能勢」は、親子二代60年以上にわた
り古くから多くの地域の方々に愛されている絵画修復から
額装、古美術品の販売等を手掛けているお店です。美術品

にはそのものの価値だけでなく、それらひとつひとつが大
切にされてきた思い出や物語があります。そんなお客様一
人一人の想いを大切に、しっかりと話を聞き、ニーズにあ
った提案をして下さるオーナーのお人柄がにじみ出ている
温かな雰囲気のお店です。
　この表彰は神奈川県と県商工会議所連合会、県商工会連
合会の共催で昭和51年から実施されています。毎年、県
内の中小小売業、飲食店の中から真心尽くしたサービスや
味や技など個性ある店舗を表彰しており、今年度は34店
舗が受賞しました。

令和２年 平塚商工会議所 新年賀詞交歓会新年賀詞交歓会
  　

新
た
な
年
の
ス
タ
ー
ト

　

新
春
を
迎
え
令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
平
塚
ラ
ス
カ
ホ

ー
ル
に
於
い
て
、
平
塚
商
工
会
議
所
主
催
の
新
年
賀
詞

交
歓
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
市
内
会
員
事
業
所
を
始

め
行
政
・
関
係
団
体
等
か
ら
３
９
０
名
を
超
え
る
方
々

が
出
席
し
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
。

　

新
春
の
幕
開
け
に
ふ
さ

わ
し
く
、
平
塚
市
観
光
大

使
、
平
塚
音
楽
家
協
会
岩

崎
由
紀
子
会
長
の
独
唱
に

続
き
、
鳥
海
副
会
頭
の
開

会
の
言
葉
が
あ
り
、
常
盤

会
頭
よ
り
新
年
の
挨
拶
で

「
昨
年
は
当
商
工
会
議
所

の
改
選
期
で
、
第
28
期
を

迎
え
、
新
た
に
ま
ち
の
魅

力
を
創
出
す
る
た
め
、
新

た
な
委
員
会
を
設
置
す
る

な
ど
、
商
工
会
議
所
の
ブ

ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
、
身

近
な
存
在
と
し
て
、
商
工

会
議
所
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。」
と
抱
負
を
述

べ
た
。
そ
の
後
、
第
28
期

議
員
、
部
会
長
及
び
女
性

会
会
長
・
青
年
部
会
長
並
び
に
監
事
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹

介
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
落
合
平
塚
市
長
・
河
野

防
衛
大
臣（
代
理
）・
片
倉
市
議
会
議
長
・
森
県
議
・
藤

井
県
議
・
米
村
県
議
の
皆
様
よ
り
、
代
表
賀
詞
を
い
た

だ
い
た
。

　

次
に
、
石
原
健
次
商
工
会
議
所
常
議
員
に
よ
る
力
強

い
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
に
移
り
、
出
席
者
同
士
で
の
挨
拶
や
今
年
の
抱

負
等
を
語
り
合
っ
た
。
そ
の
後
、
千
葉
県
の
被
災
地
支

援
抽
選
会
を
行
い
、
最
後
に
杉
山
副
会
頭
に
よ
る
三
本

締
め
に
よ
り
閉
会
し
、
新
た
な
年
が
始
ま
っ
た
。



Planning
&

Design

話す力・聞く力・伝える力
企業様への出張教室継続中！
社内のコミュニケーションが
グーンと良くなります。
35年の信頼と実績

湘南話し方センター
所長　松永  洋忠TEL 0463－58－8740

月３回　土曜日
午後　１：30～

場所　平塚商工会議所

平塚教室

平塚商工だより　第680号　令和２年１月17日㈮
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令和元年11月26日 ８名参加
横浜ベイホテル東急
山本陽子氏による講演
「女優業として輝き続けるには…」

女

性

会

だ

よ

り

青

年

部

だ

よ

り

11
月
定
例
会
　

臨
時
会
員
総
会
　
開
催

第
14
回
平
塚
商
業
ま
つ
り

へ
出
店

神
奈
川
県
商
工
会
議
所
　

女
性

会
連
合
会
　

講
演
会
へ
参
加

  

新
入
会
員
の
ご
紹
介

　

令
和
元
年
11
月
19
日
㈫
に　

ホ
テ
ル
サ

ン
・
ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
平
塚
商
工

会
議
所
青
年
部
11
月
定
例
会　

臨
時
会
員

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
、
平
塚
商
工
会
議
所
会
頭　

常
盤
卓
嗣
様
、
平
塚
商
工
会
議
所
青
年
部

マ
ス
タ
ー
会
副
会
長　

小
野
学
様
に
ご
臨

席
を
賜
り
、
参
加
会
員
74
名
、Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

会
員
３
名
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
１
名
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

常
盤
会
頭
の
挨
拶
で
は
こ
れ
か
ら
の
平

塚
市
の
可
能
性
、
そ
の
発
展
に
携
わ
る
ひ

と
り
ひ
と
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
お
言

葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
第
１
号
議
案
で
は
令
和
元

年
度
上
半
期
の
事
業
・
活
動
内
容
を
振
り

返
り
、
第
２
号
議
案
で
は
下
半
期
補
正
予

算
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
で
は
令
和
２
年
度
役
員
に

つ
い
て
、
第
４
号
議
案
で
は
令
和
２
年
度

会
長
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
各
号
異

議
な
く
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
、
令
和
２
年
度
役
員

予
定
者
が
紹
介
さ
れ
、
令
和
２
年
度
会
長

予
定
者
の
若
狹
裕
樹
君
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

青
年
部
に
入
会
時
か
ら
の
想
い
出
や
、

次
年
度
へ
の
強
い
意
気
込
み
、
胸
に
抱
い

て
い
る
抱
負
を
語
り
、
加
え
て
当
会
を
支

え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
へ
の
感
謝

の
言
葉
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
見
義
和
の
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
可

能
性
」
の
も
と
、
わ
れ
わ
れ
平
塚
商
工
会

議
所
青
年
部
で
は
１
月
18
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
創
立
30
周
年
の
記
念
式
典
へ
向
け
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
30
年
、
ま
た
新
た
に
歩
み

出
す
１
年
に
期
待
と
感
謝
を
込
め
て
臨
時

総
会
が
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
務
委
員
会　

理
事　

坂
本
亜
沙
美

　

令
和
元
年
11
月
３
日

　

心
配
し
て
い
た
天
気
も
快
晴
と
は
言
え

な
い
ま
で
も
降
ら
ず
に
「
商
業
ま
つ
り
」

が
終
え
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
等
出
店
と
し
て
は
、
今
年
で
２

回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
。
場
所
は
昨
年

と
同
じ
「
ま
ち
か
ど
広
場
」
前
。
お
客
様

の
出
足
も
好
調
で
「
ス
ル
ッ
と
傘
」「
バ

ザ
ー
品
」
の
売
り
上
げ
も
順
調
で
、
今
ま

で
で
最
高
額
と
な
り
、
お
手
伝
い
し
た
全

員
で
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
商
品

を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
会
員
の
皆
様
に
心

●
新
堀
真
実

㈱
新
堀
建
材
ト
ー
ヨ
ー
住
器

●
曽
我　

都　
　
　
　

㈱
タ
ン
ジ
ェ
リ
ン

●
高
橋
裕
子㈱

佐
々
木
商
会
サ
ー
ビ
ス
工
場

【
担
当
】経
営
支
援
課  

22―

２
５
１
１

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。「
バ
ザ
ー
品
」

の
売
り
上
げ
は
全
額
「
学
校
用
テ
ン
ト
」

購
入
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

監
事　

太
田
映
子

三四朗チャリティーコンサート2020三四朗チャリティーコンサート2020
女性会チャリティーコンサート　チケット好評発売中！

今回で第37回目となる女性会チャリティーコンサート。
今年は、ストリートパフォーマンスを原点に演奏を続ける
“街角の吟遊詩人”「三四朗チャリティーコンサート2020」
を是非お楽しみ下さい。

2020年３月14日㈯
開場15：00
開演16：00～18：00

会　　場
ホテルサン・ライフガーデン チャペル

チケット
１枚　３，０００円

演　奏　曲
慈しみ深き／
太陽がいっぱい／
ムーンライト セレナーデ 他

■チケット販売窓口　経営支援課 TEL 22－2511
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中華百番
店主　佐藤則子さん

■中華百番
〒254－0014　平塚市四之宮3－11－14
TEL：0463－22－1550
営業時間：11:30 ～ 14:00　17:00 ～ 21:00(L.O. 20:20)
定休日：火曜日（不定休あり）

　中華百番は、平塚駅前にて1966年に開業いたしましたが、

その前身は、平塚の焼野原から、ＤＰＥ（写真店）として始ま

りました。そして、昭和23年頃から、喫茶店を経営したそ

うです。場所は、平塚駅前と言っても現在のバスターミナル

の所だった聞いています。その後、区画整理があり、ＭＮビ

ルの場所に移りました。

　その後、紆余曲折もあり、

銀座松屋による買収で、

1970年、駅前から、四之宮

に移転しました。最初の店

から考えると74年、百番に

なってからでも、53年です。

長い間、お客様に育てて頂いたと感謝しております。開店以

来変わらないメニューもいくつかございます。「カニ玉」「サ

ンマーメン」などがそうです。

　親子３代に亘って通って下さるお

客様もございます。また、昨年店舗

の移転を致しました。同じ四之宮で

す。

　こちらに来てからも、前にもまし

て、温かく迎えて頂いております。

　また、駐車場は、店の隣と他に３

台ございます。ご案内いたしますの

で、お声をおかけ下さい。

　これからも宜しくお願い致します。 昭和25年頃喫茶を営業昭和25年頃喫茶を営業

当店イチ押し「カニ玉」当店イチ押し「カニ玉」

　当社は2013年3月に創業、「地域の頼れる電気屋さん」と

して電気設備に関連する様々なサービスを行っております。

　コンセントの交換やブレーカーの増設、照明器具の取付、

エアコンの設置工事、またアンテナや防犯カメラ等の弱電

設備の更新、住宅設備や電気製品の販売など、ご家庭や事

務所・店舗・工場等にも対応させて頂いております。

　また、近年増え続ける自然災害によるアンテナ設備をは

じめとする電気設備の損壊や停電等のさまざまな不安に対

し、迅速な復旧工事や太陽光発電・充電設備のご提案など、

お客様に、安心、安全、快適をご提供できるよう、誠実、

着実、笑顔をモットーに、地域密着の細やかなサービスを

心がけております。

　サービス地域は、一般のご家庭のお客様は近隣の八幡地

区周辺としていますが、会社様からの依頼に関しては平塚

市全域および近隣市町村まで対応しております。

ぜひ一度、ご用命頂きますよう宜しくお願い致します。

■加藤電工株式会社
〒254－0073　平塚市西八幡3－2－24－2号
TEL：0463－26－6318
E-mail：den@kato.nifty.jp

加藤電工株式会社
代表取締役　加藤久和さん

平塚商工会議所会員さんクローズアップ！
わが街の素敵なお店・会社の紹介

●地域総合経済団体である商工会議所の組織力を高め、地域の未来を創造しましょう！

会員増強キャンペーン実施中！
  平塚市内のお知り合いの事業者さま・お取引先さまをご紹介下さい。

平塚商工会議所は皆様の経営を寄り添ってサポート致します。　　お問合せ：業務課22-2510



税理士法人あおば 湘南支店
https://aoba-tax-shonan.tkcnf.com/

土曜日も無料相談（要予約）実施中！！

TKC全国会所属

平塚市八重咲町７－２５ 八重咲大木ビル２０１号
TEL：0463-79-5271 FAX:0463-79-5261

相続、創業、経営改善、融資相談、補助金申請、税金の事
一人で悩まずに税理士へ相談してみませんか？
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商業個店強化〈販路拡大・受発注促進事業〉

平塚逸品研究会入会説明会
「平塚逸品研究会はこんな会です！」
地元の様々な業種のお店が集まり一店逸品運動を行っています。自店の看
板となる商品をどうアピールし販売していくかをメンバー同士で意見をぶ
つけ合いながら1年間で決めていきます。
「あなたのお店にも逸品を」
当説明会では逸品研究会の具体的な活動内容、参加方法をご紹介します。
平塚の活性化は、あなたのお店の逸品から始まります！もちろん参加は無
料です。是非ご参加下さい。

令和２年３月16日㈪
【昼の部】14時30分～16時30分　【夜の部】19時30分～21時30分

【会場】平塚商工会議所　２F　会議室

お問い合せ先　経営支援課　TEL：0463－22－2511
●お申込み方法●

お問い合わせいただいた方へ、申込用紙をお渡しさせていただきます。

内　　　容
特定事業者への申込書類の発送時期

実 施 時 期
令和２年１月９日㈭
令和２年１月10日㈮
令和２年１月10日㈮～２月26日㈬

商工会議所における窓口業務の受付開始
特定事業者の申込期間

容器包装リサイクル関連情報 循環型の新しいリサイクル社会の構築をめざす「容器包装に係る分別収集および再
商品化の促進等に関する法律（容器包装リサイクル法）」が平成７年制定され、

続いて、家電、食品、建設資材、自動車の各リサイクル法も制定され循環型社会を実現させるための法体系をつくっています。
事業者に対する排出抑制を推進するための措置の導入、事業者が市町村に資金を拠出する仕組みの創設、再商品化の義務を果たさない事業者
に対する罰則の強化等を内容とする改正容器包装リサイクル法が平成18年６月に公布され施行されています。

■資源の有効利用と環境を守るためにリサイクル
事業者の皆様は重要な役割を担っています。事業者の方々が個々の役
割を果たすことで我が国のリサイクルの輪がつながります。

■容器包装を利用･製造する事業者の皆様にはリサイクルの義
　務があります。
容器包装リサイクル法による義務は、指定法人(財団法人日本容器包
装リサイクル協会)へ委託することで果たせます。義務を怠ると指導
および助言、勧告および命令を経て罰則が適用されます。

■判定チャート・・・
あなたは再商品化(リサイクル)の義務を負う事業者(特定事業者)？
事業規模は？
● 製造業等の場合　 売上高2億4千万円超または従業員数21名以上
である

● 商業・サービス業の場合　売上高７千万円超または従業員数６名以
上である

「容器」「包装」への係わりは？
● 容器を利用して商品を販売している
● 容器の製造をしている
● 包装を利用して商品を販売している…いずれも委託･輸入を含む
その素材、種類は？
● ガラス製の容器
● PETボトル
● プラスチック製の容器包装
● 紙製の容器包装…のいずれかである
■再商品化の義務を負う事業者の可能性がある場合は、お問
　合せください。
[容器包装のリサイクルについての問合せは]
財団法人 日本容器包装リサイクル協会 
コールセンター  Tel:03‐5251‐4870　HP:http://www.jcpra.or.jp/

令和元年度の再商品化義務履行の委託申込期間について
　令和元年度の再商品化義務の履行に向けた委託申込の受付が以下と
おりとなりますので、ご理解･ご協力をよろしくお願いいたします。

[ 再商品化の委託契約については ]　平塚商工会議所 地域振興課 Tel:２２－２５１２

●発送事業所
会員・特定商工事業者の事業所

約3,500件
●利用料金（1回）
A4・B5判サイズ  30,000円＋消費税
A3・B4判サイズ  50,000円＋消費税
（但しＡ3・Ｂ4判サイズは２つ折りにして下さい。）

平塚商工会議所会員限定

 チラシ同封サービス

【お問合せ】
平塚商工会議所 総務課
TEL 0463－22－2510

貴社の広告チラシを会報誌「平塚商工だよ
り」に同封し、会員・特定商工業者の事業
所 約3,500件にお届けするサービスです。
製品・商品のＰＲ、イベント告知等ビジネ
スチャンス拡大のための情報発信のツール
としてご活用下さい。



●相続手続●遺言作成
●成年後見●終活支援

平塚商工会議所　中小企業相談所

●契約上の留意点・取引上のトラブル ●事業に係る法的な相談  等

●事業計画書の作成方法について ●開業資金の借入方法について
●各種創業支援策について  等

●帳簿のつけ方や申告の方法 ●事業に係る相続の問題
●株式会社等を設立するには ?  等

●事業資金に関する相談  等

●新製品やアイデアの特許をとるには？  等

●新たな販路開拓について  等

●事業プランを見てもらいたい　●資金の運用面や企業の体質を改善するには？
●人事・労務管理等のアドバイスが欲しい  等

●生産管理や製造・技術等について
ご相談（★）は予約制となっておりますので、事前に下記までお申込み下さい。なお、相談料については無料です！ 
平塚商工会議所 経営支援課  TEL.0463－22－2511／ FAX.0463－24－0079　　※相談時間枠を超える相談及び業務を直接依頼される場合は別途費用が掛かります。

相談内容（例）相談日相談事項
★1月6日㈪・20日㈪・2月3日㈪・17日㈪　 ※相談時間３０分法 律 相 談

創 業 相 談

税 務 相 談

金 融 相 談

特 許 相 談

経営・労務相談

製造・技術相談

★1月9日㈭・16日㈭・23日㈭・30日㈭ ※相談時間３０分
★2月6日㈭・13日㈭・20日㈭・27日㈭ 
★1月15日㈬・2月5日㈬ ※相談時間３０分

巡回あっせん相談 ★1月15日㈬・2月19日㈬ ※相談時間３０分

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★随時開催 ※相談時間３０分程度

★1月9日㈭・16日㈭・30日㈭
★2月6日㈭・20日㈭　　　　　　　　　　※相談時間１時間３０分

★1月10日㈮・2月14日㈮ ※相談時間３０分

１月１月 専門家による定期相談のお知らせ２月２月

ご利用方法

●平塚商工会議所青年部創立30周年式典
●神奈川県自動車整備平塚支部新年賀詞交歓会

●新宿工業会新年会　　●平塚市交通安全協会新春の集い

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場）

●平塚青年会議所新年賀詞交歓会

●平塚警察署武道始め式

●知的財産セミナー2019　●産学公連携推進のための東海大学研究施設見学会

●平塚市料理飲食業組合連合会・㈱平塚市食堂連合・飲食業部会合同による新年賀詞交歓会

●平塚逸品研究会　　●（一社）内外情勢調査会平塚支部懇談会

●湘南ケーブルネットワーク㈱取締役会　●平塚地区食品衛生協会新年賀詞交歓会　●ライオ
ンズクラブ国際協会330B地区7RIZ新年賀詞交歓会　●2020年西湘地域連合新春の集い

●平塚市中小工業会新年賀詞交歓会

●平塚逸品研究会役員会　　●平塚商工会議所工業部会正副部会長関係議員新年会
●湘南スターモール振興組合新春の集い

●令和元年度労務管理（働き方改革）セミナー　●平塚菓子店（2/6～10市民プラザ）

●平塚WorldCafe若手社会人会議
●第41回テクニカルショウヨコハマ2020（2/5～7パシフィコ横浜）

●平塚逸品研究会　　●神奈川県優良産業人表彰
●友好都市高山市民ツアー（2/7～8）　●神奈川産業振興センターKIP会賀詞交歓会

●第218回日本商工会議所珠算検定試験

●平塚市体育協会納会

平塚商工会議所カレンダー

●平塚商工会議所青年部公開セミナー

●第85回日本商工会議所リテールマーケティング（販売士）検定試験　
●神奈川西部職業能力開発推進協議会第3回研修会・理事会

●平塚商工会議所女性会会員交流事業

●神奈川県商工会議所連合会定例専務理事会議

●湘南ひらつかふれあいマーケット（平果地方卸売市場)
●第154回日本商工会議所簿記検定試験

●平塚市商業経営セミナー（第1部）　●東京地方税理士会平塚支部新年賀詞交歓会
●平塚市菓子商工組合新年の集い

●平塚市商業経営セミナー（第2部）　●（公社）平塚法人会新年賀詞交歓会
●平塚市商店街連合会新年の集い　●神奈川県商工会議所連合会定例専務理事会議
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